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年 月 日 及 び 件 名 

 陳情第104号（03.06.14） 

鈴蘭台駅北地区土地区画整理事業に関する陳情 

陳 情 の 要 旨 １．コロナ禍において,地権者や住民への丁寧な説明ができない間は,計画

をいったん中止すること。 

２．事業計画（案）の作成については,住民と地権者への丁寧な説明と合

意,そして意見を十分にくみあげること。 

３．兵庫商業高校跡地の活用については,広範な北区民の意見を聞くこ

と。 
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追加資料１ 

鈴蘭台駅北地区土地区画整理事業に関する陳情 

 

陳情第104号                                       都市局 

陳    情    要    旨    等 

陳情者 神戸市北区 鈴蘭台のまちづくりを考える会 柴田 勝博 

陳
情
要
旨 

【陳情第 104 号】 
１．コロナ禍において,地権者や住民への丁寧な説明ができない間は,計画をいったん中止する

こと。 

２．事業計画（案）の作成については,住民と地権者への丁寧な説明と合意,そして意見を十分

にくみあげること。 

３．兵庫商業高校跡地の活用については,広範な北区民の意見を聞くこと。 
陳 情 に 対 す る 神 戸 市 の 考 え 方 

平成 27 年 4 月に、区の地域代表者などで構成される北区民まちづくり会議より、鈴蘭台駅周辺道路の早

期整備等について提言をいただいた。平成 28 年 7 月には、市で鈴蘭台幹線の整備について「アンケート調

査」を実施し、平成 29 年 7 月からは、市が主体の「勉強会」（11 回開催）を行い、アンケート結果や勉強会

での意見を踏まえ、市から「土地区画整理事業によるまちづくりが最適でないか」と提案し説明してきた。 

平成 30 年 11 月には、地域で「鈴蘭台駅北地区まちづくり協議会準備会」を結成し、意見交換会を含めて

10 回話し合いを重ねてこられた。 

令和元年 10 月には、準備会で「まちづくり協議会の設立」、「活動区域」、「鈴蘭台駅北地区まちづくり構想

（素案）」の内容について「住民アンケート」を実施し、7 割を超える回収率と 8割を超える賛同率を得た。 

令和 2 年 6 月には、これまでの話し合いやアンケートの結果を受けて、正式に「鈴蘭台駅北地区まちづく

り協議会」が設立され、7月には「鈴蘭台駅北地区まちづくり構想」が市へ提出された。構想には、「鈴蘭台

幹線の早期整備」、「土地区画整理事業手法の導入」、「兵庫商業高校跡地活用」などが提案されている。 

これを受けて市では、土地区画整理事業案について、まちづくり協議会を対象に全体説明会を 2 回、個別

説明会を 1週間行い、その後、鈴蘭台駅周辺の広いエリアを対象として、都市計画案の説明会を 2回実施し、

令和 2年 12 月の縦覧後、令和 3年 3月 16 日に都市計画決定し、都市計画ミニニュース 29 号を 3月 19 日に

発行し、広く周知してきたところである。 

 

１. コロナ禍において,地権者や住民への丁寧な説明ができない間は,計画をいったん中止すること。 

２. 事業計画（案）の作成については,住民と地権者への丁寧な説明と合意,そして意見を十分にくみあげる

こと。 

上記経過のように十分に地権者と話し合いながら、土地区画整理事業の都市計画決定を行ったところで

あり、今後、事業計画を市でまとめていくことになる。 

事業計画案に記載される「設計の概要」、「施行期間」、「資金計画」などをまとめていくにあたっては、

区域内の土地・建物所有者の意向把握が大切と考えている。 

そこで現在、各地権者の「宅地の売却意向」、「換地場所の希望」、「区画道路について」のご意向を確認

するべく、電話応対や、地権者の希望があれば、換気や消毒、アクリル板の設置など新型コロナウイルス

拡散防止措置を講じての現地相談所での説明を行っている。 

引き続き、感染防止に十分留意しながら、丁寧な意向把握に努めていく。 

 

３．兵庫商業高校跡地の活用については,広範な北区民の意見を聞くこと。 

兵庫商業高校跡地の活用については、これまでも平成 27 年度に北区民まちづくり会議からの提言、平成

29 年度に周辺住民や通勤・通学者に対するアンケート調査および民間事業者へのヒアリング、平成 30 年

度にはサウンディング型市場調査による事業者との対話も行い、それらの結果についてはまとめて公表し

ている。 

引き続き、民間事業者に事業計画案で市が示す道路、公園をふまえた宅地の有効活用案などを聞きつつ、

「活用方針案」をまとめ、北区民まちづくり懇話会などで報告し意見を聞きながら「活用方針」をまとめ、

その方針に従って公募売却を行う予定である。 
 

 




